



























































































































































































































学部の前島-淑氏が ｢実験動物の開発 ･維持 ･供
給 ･モニタリングおよび情報システム｣,理化学
研究所の菅原秀明氏が ｢実験動物のデータベース
の試作｣を報告した｡
第③項目は ｢組織 ･臓器等の保存技術の開発｣
についてであり,3名の演者から報告された｡奈
良県立医大の本宮善懐氏が ｢低温下における組織
(腎皮質)の代謝について｣,国立循環器病セン
ターの鈴木盛一氏が ｢臓器 (心臓)の保存技術に
ついて｣,福島県立医大の元木良一氏が ｢組織 (
膝ラ氏島)の凍結保存技術について｣の報告があ
った｡
第④項目は ｢ヒト有用株化培養細胞実験系の開
発｣についてであり,2名の演者から報告があっ
た｡癌研の字多小路正氏が ｢動物個体レベルと培
養細胞レベルにおけるメタロチオネインの誘導｣,
理化学餅の井川洋二氏が ｢ヒトがん移殖継代でヌ
ー ドマウスに誘導された悪惟血管内皮腫｣につい
ての報告があった｡
以上が2日間に8大項目24名のわが国第-線
の研究者から有意義なる講演ならびに活発なる討
議があり,阪大名誉教授の川俣順一氏の御挨拶の
あと,科学技術庁研究調整局生活科学技術課長の
大橋哲郎氏の閉会の御挨拶があり本シンポジウム
の常を閉じた｡
午後4時30分過ぎ終了,雨の中会場から東京駅
まで歩きつつ帰路についた｡最終便直前の新幹線
に乗り,数冊の書物を読み終った頃岡山駅に到着
したのが11時前後であった｡ (倉林理事)
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